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◇賄疑を維に 賽心・安全な 衝づくら1を
現在わが国は急速な人口減少とそれを上回るペ

ースで、高齢化が進んでいます。歴史上類例を見

ない時代に突入していると云つても過言ではあり

ません。静岡市でもそれは同じであります。岡地

区の連合自治会として最優先に取 り組む課題は

「将来にわたって安心 。安全な街づくりを目指す」

ことであります。

町内で暮らすお一人お一人が、互いに支え合 う
「人と地域を生かす共生社会」の実現が大切だと

思います。

岡地:区社会福祉協議会では本年 5月 「岡福祉支

え合いの会Jを立ち上げまして「相談からお手伝
い」としてちょっとした困りごと支援事業を開始

しました。 9月 現在利用されている方 33名、ボ

ランテアの方 46名 で実施 しています。

岡地区が抱える課題について

本年 6月 岡地区の組長以上の自治会役員約 450

名を対象に地区の課題についてアンケー トを実施

しました。

*その結果一番多く関心を示したのは、桜ケ丘病
院の移転でした。 3年前から「移転を考える会」
を発足させて市に桜が丘公園への移転を、住民の

署名付きの陳情書を提出し話合いを何度も重ねま

したが、29年 3月 市長 と病院は記者会見で、清
水庁舎に移転発表しました。考える会はその後 4

国市に対 し質問状を提出し、疑問点を問い質して

きました。現在も話合いを行つております。

*二番目に多かったのは、高齢化により自治会役
員の成 り手が無いとか、行事を減らして欲しいと

の声でした。

JJO 岡地EXI連合自治会会長 だヽ林 靖明
*三番 目は地震の問題
です。津波や避難場所

など心配される方が多

く、最近では集中豪雨

による崖崩れや液状化

などの被害が、各地で

発生 してお ります。最

近台風 24号では岡地
区でも屋根が飛ばされ

た り、公園の樹木が倒

れた り、看板等の被害

もありました。また交

流館に避難された方も3世帯ありました。
「防災問題」を岡地区として考える !:

現在、同地区自主防災会、防災女性の会の皆様

が毎月定例会を開き諸問題について協議していま

す。単位自治会に於いても、地区全体としても防

災議1練や津波言1練を実施して防災意識を高めてい

ます。又桜が丘高校を主に 2カ月に 1回「地域防
災勉強会」を開催 し避難所の在 り方や津波につい

て専 F弓家より話 しを聞いています。岡地区には避

難所として、西高、桜が丘高校、三中、岡小、りIi

原こども園の公共施設があり、毎年地域防災連絡

会を開き、お互いの問題点を話 し合っています。

本年 7月 の西日本豪雨や北海道地震など、身近に

迫る地震に対して万全の備えを各自が自助・共助
・公助の精神で実践 したいものです。今回は防災

についてお話 しさせていただきました。皆様今後

ともよろしくお願い致します。

岡小学校では、毎年、交通安全リーダーとして

6年生全員が数人ずつのグループに分かれ、各地

区通学路の安全確保・安全性向上のためにはどう

すればよいかを実際に歩いたうえ皆で討議 し、そ

の対策をまとめています。その結果を毎年 7月 、

F交通安全 リーダーと語る会』として、全員参加

にて体育館で発表を行つています。闇地区連合自

治会としては、各単位自治会としてもその内容を

把握 しフォローするという観′ほから、望月前会長

時代よりこの発表会に出席してお ります。

平成 29年度は全部で 31件の発表がありまし

たが、この取り組みに対 して昨年 11月 には、清

水警察署・源渡貢署長より児童に対 してお礼の手

紙が届くなど、市役所も含めて行政側から確実な

フォローが実施されました。取りまとめを行いま

した交通安全会としましても、地区の安全性向上

にいささかのお手伝いができたかなとの思いであ

ります。平成 29年度を総括します と、下表のよ

うになります。

注)① Bランクとは、樹木伐採や照明設置等単位

自治会で対応する件名や、既に何らかの

川原町 こども園西地先大沢川橋畔に新設の ミラー

ー  4 -

施設対応がなされており時FH5的 にある程

度の余裕がある件名などを示します。

②Aラ ンクのうち 14件の実施 (予定含)件

名の一例を挙げますと、川原町 (こ ども

園西地先)の大沢り:1沿い道路とのY宇交

盗盤ぞれ力Tブミラー設置の件がありま

す (写真添付しました)。

③Aラ ンクのうち4件の検討継続の一Jllを挙

げますと、桜が丘 (l日記念塔)交差点の

赤′点滅信号と、歩行者側青信号時におけ

る車と人の錯綜対策があります。ここは、

学童歩行時、同地区で最も危険な饉所の

一つです。

平成 30年度は全部で 22件の発表がありまし

た。本年度は、学校側のご指導もあつて、「自分

達はどうするか。自分達には何ができるかJと い

う安全の基本にかえったソフ ト系の提案になつて

おりますので、標識などのハー ド系に不備がある

か否かを各単位自治会で検討 し、必要に応 じてそ

れらを付加するべく現在検討中であります。これ

らがまとまった段階にて、交通安全会としても、

清水警察署や市役所に必要な対策をお願いするな

どの対応をとってまいります。

小林靖明連合自治会会長 件数
Aラ ンク
付け

Aラ ンク付け内訳
Bラ ンク
付け

実施

(予定含む)
検討継続 実施せず

31 22 14 4 4 9

南岡町 9地先 Y字交差点に新設のミラー
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◇「岡地区福祉支えの会」活動報告についτ◇ 岡福祉支え合いの会会長 大石 葉子 ◇地域賄責勉強会～贅害に強いきちづくιlを考える～◇

最近の世相を鑑みたとき、風水害 、地震などの

予期せぬ事が次々と社会の中で起こり、尊い生命

が失われ、本当に悲しいことです。これからの高

齢化社会にあつて、自助、共助、公助で共生の社

会を構築していかなければいけないと実感する次

第です。また、福祉を取り巻く環境も大きく変化

してきています。少子高齢化に伴い、お年寄りの

一人世帯や老々世帯の増加 、人と人とのつながり

の希薄化により、困りごとを抱える人達が増えて

いると思われます。

そのような現状を把握し、皆様方のご理解、ご

協力のもと、平成 30年 4月 より「岡福祉支え合

いの会」と称し、ちょつとした困りごとに対し支

援事業を開始することができました。本当にあり

がとうございました。

現在、33名 の方にご利用いただき大変感謝 さ

れております。また、私達、ボランティアも、利

用者の皆様からの「ありがとうJの言葉を聞いて、

元気で支え合える事の喜びを実感しているところ

であり、ますます意欲が湧いてきております。

現状のボランティアは 46名が登録されていま

◇構 ホ ゆ か た 踊 ιI地
:踊
衆◇

第71回清水みなと祭りの『清水ゆかた踊り地

踊衆』が8月 3日 (金)に開催されました。岡
地踊 り衆として参カロしたのは男性 12名 。女性 63

名の総勢 75名でした。酷暑の中でしたが、各自

治会長をはじめ各種団体の皆さんの給水などのサ

ポー トをいただいたおかげで、わが岡連では、体

調を崩す人もなく最後まで踊り切ることが出来ま

した。そして参加 16団体の中で、実質 4位の清

す。私たちの活動が一人ひとりの「′いの支え」に

なり地域で自分らしく安心して暮らせるように少

しでもお役にたつようなお一層推進 して参ります。

現在の利用状況 (9月 10日 現在)は、

避難所を提供する学校と運営主体となる地域が

連携し、やがて来る災害に備えていこう一そんな

思いから「地域防災勉強会」は始まりました。岡

地区連合自治会と岡生涯学習交流館、清水桜が丘

高校が協力し、奇数月の第 3金曜日の夜、交流館

や桜が丘高校を会場に開催 しています。これまで

の内容は以下の通りです。

回 日 内 容 講 師

1 5/18

避難所運営の先に

害に強いまちづ く

を考える

り 」

「災
常葉大学

小村隆史先生

2 7/20
静岡県避難所マニュア

ルの改訂について

防災指導員

高澤勝彦先生

3 9/21
地震津波防災講演会

(写真は講演会の様子 )

常葉大学

阿部郁男先生

毎回 100名 ほどの参カロ者があり、浜国・入江地

区の方々や、岡小、三中、西高、清水特支の先生

方など、輪もどんどん広がってきました。今後も

◇平成 30年度 臓地区敬者を構う会◇
昨日までの雨も上がり、晴天に恵まれ、平成

30年 9月 17日 (月・祝 )岡生涯学習交流館 3階

視聴覚ホールで、敬老の日を祝う会が 197名 の出

席のもとに開催されました。

第 1部  式典では、岡地区連合自治会会長の
式辞に始まり、岡地区児童によるお祝いの言葉が

ありました。清水岡小 6年松井海吏さんは「地域

の方が見守つてくれているとホッとします。」、鈴

木響さんは「体に気を付けて、元気に過ごしてく

ださい。」とお祝いの言葉を述べました。

第 2部の「地域を挙げてJで ,ま、岡小ゆうかり
バンドによる「学園天国J「銀河鉄道」など軽快

な演奏、コスモスの会による日本民舞 「大黒舞 J、

手遊び リテーションでは「ドレミの歌」「東京ラ

プソディー」の手遊びを回ずさみながら楽しみま

した。岡連の地踊なども披露され、最後に夢家道

楽師匠による落語で会場が笑いに包まれました。

参加者の皆様には「お祝いの会楽しかつた」「楽

静岡市立清水桜が丘高校教頭 熊ケ谷智子

災害に強いまちづくりを目指し、共に学び、考え

ていきたいと思います。多くの皆様の参カロをお待

ちしています。

【第4回勉強会 (11月 16日 )のご案内】
『避難所の現実一災害看護の視点から一 (仮題)』
山崎達枝氏 (東京医科大学医学部看護学科准教授)

岡町自治会婦人部長 植圏 あゆ子

しい時間をありがとう」と素敵な感想を多数いた

だきました。

今年も、岡地区連合自治会主催、婦人部、社会

福祉協議会協賛によるたくさんの方々のお力添え

により、敬老の日を祝 う会を和やかに開催できた

ことを、役員の一員として心より感謝申し上げま

す。

3.家の周辺等草取り 7名
4.散歩の付添    1名

1.ゴ ミ出し
2.話 し相手

5.声掛け
6.清掃
7.その他

6名

9名

5名

2名

3名 合計 33名

:中矢部‐町
‐
瀧澤 訓之

水区自治会連合会会長賞を頂きました 1!

私は、今回初めて参加をさせていただき、踊り

も一から教えていただきました。何とか 6曲踊れ

るようになりましたが、参加の動機は、踊りを覚

えることで衰えてきた記憶力を試そうと思つたこ

とでした。しかし、踊りは記憶力だけではなく脳

の活性化に繋がる、そして何より楽しいものでし

た。来年も参加させていただきたいと思います。

『清水ゆかた踊り地踊衆』に参加の岡連地踊衆の面々

一-  2  -

常業大学阿部郁男先生による地震津波防災の講演
家の周辺の木々の手入れ ありがとうの声

見事にそろつた踊りを見せる岡連地踊衆
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夢家道楽さんの落語におおいに笑いました


